
 

 

（参考）「CIM 推進モデル業務実施要領」及び「CIM 活用工事実施要領」の策定について 

 

令和５年５月 

建設ＤＸ担当 

 

１ 要旨 

  令和５年度から国土交通省発注の業務・工事については、小規模なもの及び災害復旧事業等の

緊急を要するもの以外は、原則、CIM を適用することとなったことに伴い、国の実施要領が令

和５年４月１日付けで大幅に改定されたことから、本県も国の要領に準拠した見直しを行う。 

 

２ 「CIM 活用業務試行要領」及び「CIM 活用工事試行要領」の主な改定内容 

➣ これまでの要領は「試行要領」としてきたが、国の BIM/CIM 活用の方向性が示されたこ

と、本格導入に向け未経験者に対しても取組を普及・拡大させたいことから、「実施要領」

を策定し、「試行要領」を廃止。 

➣ 国の要領に準拠し、これまで設定していた「リクワイヤメント（要求事項）」を「義務項

目」及び「推奨項目」に分類。 

➣ 令和４年６月に「DoboX」においてオープン化した「地形の３次元点群データ」の活用に

より、業務で作成する地形モデルに求める精度によっては作成に係るコストを縮減できるこ

とから、「地形モデルを作成する場合は、「DoboX」に登録されている３次元点群データ（地

形データ）の原則活用すること。」を追加。 

➣ ＣＩＭ活用の事例を収集し、ＣＩＭの活用目的や効果を関係者で共有するため、「ＣＩＭ

活用事例様式」を作成し、建設ＤＸ担当へ提出する旨を追加。 

 （CIM 活用事例収集様式：https://chotatsu.pref.hiroshima.lg.jp/standard/index06.html） 

➣ 「実施要領」は令和５年６月１日以降に指名・公告する業務・工事から適用。 

 

３ 本県の CIM 活用に係る実施方針（令和５年度） 

（１）CIM 推進モデル業務 

  １）土工の３次元設計業務 

   ICT 活用工事（土工）の推進を図るため、概ね 1,000m3 以上の土工を取り扱う業務を『発注

者指定型』として発注 

２）CIM 活用業務 

   ① CIM 活用業務の対象は、橋梁、砂防堰堤など主要な土木構造物の詳細設計 

   ② ①のうち、請負対象設計金額２千万円以上の業務を『発注者指定型』として発注 

   ③ ②以外については『受注者希望型』として発注 

   ④ 設計業務件数の３割を CIM 活用業務として実施することを目指す 

（２）CIM 活用工事 

  設計段階で作成した「CIM モデル」がある場合については、原則として、『発注者指定型』で

発注する。 

（別紙） 

https://chotatsu.pref.hiroshima.lg.jp/standard/index06.html


 

 

４ 国土交通省の BIM/CIM 原則適用の内容 

  令和５年１月 19 日に開催された「第９回 BIM/CIM 推進委員会」において、「BIM/CIM 原

則適用」にあたり、次の方針が示された。 

  ➣ 原則適用により、中小規模の企業を含め裾野を拡大 

  ➣ ３次元モデルの活用目的の設定は「義務項目」、「推奨項目」から発注者が選択 

 【義務項目】 

  ➣ 発注者が明確にした活用目的に基づき、受注者が３次元モデルを作成・活用する 

➣ 「視覚化による効果」を中心に未経験者も取組可能な内容とする 

  ➣ 詳細設計業務においては、原則すべてで３次元モデルを作成する 

  ➣ 工事における活用は、設計段階で作成した３次元モデルを活用することを前提とする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

【推奨項目】 

「推奨項目」は、「視覚化による効果」の他「３次元モデルによる解析」など高度な内容を含

む活用目的であり、一定規模・難易度の事業において、発注者が活用目的を明確にしたうえで

受注者が１個以上の項目に取り組む  

 

 


